
災害地質班（WG）長 千田敬二（八州）

2024（令和6年）10月9日
令和6年度 日本応用地質学会研究発表会
場所：レクザムホール（香川県県民ホール）
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１．はじめに

２．令和6年能登半島地震の概要
３．土砂災害と地形・変動

４．土砂災害と地質

５．調査箇所概要（地表変動、斜面変動大箇所を簡単に）
（１）中田浜（２）逢坂トンネル（３）皆月湾（４）中屋トンネル北側

（５）市ノ瀬（６）八太郎峠及び西側（７）大久保及び水山（８）宝立山

６．土砂災害の特徴

７. おわりに
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（1）令和6年能登半島地震災害調査団の設置
令和6年1月1日、能登半島北部（M7.6）で最大震度7の地震が
発生し、新潟県、富山県、石川県、福井県、岐阜県の広域にわた
り最大震度7の地震が発生し、道路の寸断、土砂災害、斜面災害、
津波災害などが多数発生。

日本応用地質学会では令和6年1月2日に災害対応本部を設置し、
災害対応本部による審議の上、令和6年1月23日開催の理事会
にて「令和6年能登半島地震災害調査団」を設立することを決議。
（２）災害地質班（WG）（災害地質研究部会主体）として参加
災害地質WGは、災害地質研究部会が主体に参加し、公募調査
員１名、オブザーバー参加１名の３４名で参加。
（３）災害調査団幹事会開催

第1回：2024年3月29日（金）
第2回：2024年8月9日（金）
第3回：2024年10月9（水）
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 目的
主要な調査対象候補箇所の概況把握および詳細調査計画
立案のための情報収集

 期日
令和6年3月17日（日）～20日（水） 4日間

 メンバー
災害地質WG
稲垣秀輝（副団長）・千田敬二（WG長）
下村博之・佐藤昌人・西村智博（災害地質WG）

 調査行程（金沢駅周辺拠点）
1日目（3月17日）：金沢市・かほく市・内灘町方面
2日目（3月18日）：主に珠洲市方面
3日目（3月19日）：主に輪島市・穴水町方面
4日目（3月20日）：主に輪島市門前町・志賀町方面



 目的：主要な調査対象候補地の本調査

 期日：令和6年5月25日（土）～28日（火）の 4日間
 主な調査地区：輪島市、珠洲市、穴水町、かほく市大崎、

内灘町

 調査地拠点：【森の中の貸別荘コテージ】

https://hl-hills.jp/shika/
〒925-0141 石川県羽咋郡志賀町高浜町ク32-1

 参加者：災害地質ＷＧ21名、公募参加高見幸恵（川崎地質）

オブザーバー参加荒井紀之（京大防災研）の計23名

 調査体制：Ａ～Ｅ班、京大防災班の６班体制

班長：Ａ班（稲垣秀輝）、Ｂ班（千田敬二）、Ｃ班（下村博之）

Ｄ班佐藤昌人、Ｅ班（高見智之）、京大班（山崎新太郎）

◆本調査の追加調査は、各所属機関や個人毎に追加実施 6
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 発生：令和6年（2024年）1月1日 16時10分
 規模：マグニチュード：7.6 最大震度7（石川県輪島市、志賀町）、深さ16ｋｍ
 震度分布：北海道～九州地方にかけて震度6強～1を観測

内閣府（防災担当）：2024.6,令和6年能登半島地震における災害の特徴 資料2より
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揺れの状況（気象庁資料に加筆）

輪島市鳳至町

珠洲市三崎町



9地震調査研究本部（2024.2）：令和6年能登半島地震の評価
（赤枠、赤字今回加筆）

震源
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■崩壊・斜面変動群発地の門前町北と水山地区は地表変動の大きい地点と一致
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■崩壊・斜面変動群発地は概ね標高２００ｍ以上（起伏量大）に比較的多く分布する
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■ 令和６年９月２０日からの大雨での崩壊箇所は令和６年１月１日
能登半島地震時の大変動域に概ね一致

■地震時の変動域が今回の大雨（豪雨）により二次移動や土石流が発生？

令和６年９月２０日からの大雨による
斜面崩壊・土石流・堆積分布（国土地理院）

１月１日の能登半島地震による地盤大変動域と
９月２０日からの大雨での崩壊箇所の重ね合わせ
変動域とほぼ同地域で斜面崩壊が多発している
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■能登半島北部は、地すべり地形が発達
■地質は能登半島の北部側及び珠洲市側で中新世中期以降の新しい堆積物が分布



14産総研地質調査総合センター（2010.2）：能登半島北部20万分の1地質図（に加筆）
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七ツ岩
舳倉島

陸域
能登半島北部

西部 ⇔ 東部

能登半島北部
珠洲岬，能登飯田及び宝立山（1/5万），２００２年

輪島（1/20万），２０１９年

引用文献：産総研 地質調査総合センター（に加筆）
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産総研地質調査総合センター（2010.2）：
能登半島北部20万分の1地質図

■対象地は主に

古第三紀漸新世～新
第三紀中新世堆積岩・
火砕岩・火山岩分布

■輪島市西部は道下
層、縄又層、高州山層
が主に分布



17復建技術C 村上智昭氏 調査
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2024.3.24：防災科研 佐藤（昌） UAV撮影
復建技術C
村上智昭氏 調査

Aw：粟蔵層

Hi：東印内層

Ho：法住寺層

Ho：法住寺層

Ko：高州山層



192024.4.14：防災科研 佐藤（昌） UAV撮影

隆起海岸の崩壊の特徴
■道下層礫岩，砂岩，泥岩（火砕岩含む）
■崩壊地の発達は少ない。
■一部斜面崩壊あり、海食崖（急崖）崩壊
■海岸に沿う隆起顕著



20復建技術C 村上智昭氏調査

Nw：繩又層



崩壊前地形（地理院地図）

20万分の1日本シームレス地質図V2

5月25日撮影 5月25日撮影

側壁：N23W 18E
地質：凝灰岩、凝灰質砂岩、
凝灰質シルト岩（泥岩）、炭層挟む
流れ盤構造

滑落崖：角礫層、風化凝灰岩
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Ko：高州山層Nw：繩又層



崩壊前地形（地理院地図）

3月9日撮影
3月9日撮影

3月9日撮影 3月9日撮影

地質：変質・風化（褐色）
火砕岩類
ハロイサイト関係か？22



23菊池輝行ほか：日本地すべり学会 第63回（2024年度）研究発表会９.１８発表資料より



24菊池輝行ほか：日本地すべり学会 第63回（2024年度）研究発表会９.１８発表資料より

Ⅳ
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若山川向斜の構造に規制
されて繰り返し滑っていると
するとすべり面は深くなり、
鈴屋川の河床付近が末端
となる。

菊池輝行ほか：日本地すべり学会 第63回（2024年度）研究発表会９.１８発表資料より
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Aw：粟蔵層

Iz：飯塚層

Ho：法住寺層

Aw：粟蔵層

防災科研
：佐藤昌人
による

■水山地区は
浅い崩壊が
群発
■水山山頂
付近は崩壊
から土石流化
あり
■中腹部の
やや深い崩壊
は下端に湛水
（堰止）湖
形成

Aw：粟蔵層
Aw：粟蔵層



防災科研 佐藤昌人 4月13日撮影 27
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(京都大学防災研究所松澤真氏らによる)



09地点
水温11.7°
Ec88.64mS/m
（大日本ダイヤ 金山氏測定）29



30

防災科学技術研究所：佐藤昌人
2024.7.30防災学術連携体「R6能登半島地震
7ヶ月報告会」 資料より
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，（表層）崩壊



＜能登半島（北部）土砂災害の特徴＞（評価は個人的見解含む（案））
 令和6年能登半島地震では、多数の自然斜面、道路沿いの切土、盛土、宅地盛
土など広範囲に大小の斜面崩壊、地すべりが多数発生した。また、低地部では液
状化被害が多く発生し、珠洲市南側海岸では大きな津波被害が発生した。

 その中でも崩壊群発地としては、門前町北、鷹ノ巣～高州山、水山、宝立山の４
地区で認められ、高標高部の比較的、急斜面部に集中している傾向がある.

 規模の大きい斜面災害では、市ノ瀬地すべり、大久保地すべりなどがあり、珪質
泥岩や凝灰岩の流れ盤などの堆積構造に規制された変動の可能性が高い。

 八太郎峠西側には、規模の大きい（1.6ｋｍ×1.1ｋｍ）斜面変動が確認され、若
山川沿いの向斜軸の構造に規制された変動の可能性が高い。

＜今後の予定：調査団報告書の作成＞
 WG班の担当は、調査団報告の目次に沿った執筆を行う。
 調査団報告書の構成等については、10月9日の幹事会により最終確認を行う。
 関連する内容のついては、可能なものは各班のメンバー間（ないし個人）で調整し
てとりまとめをおこなう。

＜来年1月の災害調査団報告会に向けて＞
 地震から1年となる2025年1月11日（土）13：30-16：30には，石川県にて災害
調査団報告会を開催し，調査団報告書を公表するとともに，その成果を報告する．
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ご清聴ありがとうございました。
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